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　The 　purpose 〔〕f　this　paper　is　to　clarify 　the　 original 　text　 of
’」
Keizaishogaku　Kaseiyoshゴ

’
trans ［ated 　by

Nagamine 　Hideki　and 　to　compare 　the　translation “ith　the　orlgina ［text　in　detail　so　as　to　int．erpret 　how ［t

was 　translated 　by　Nagamine　H重dekL
　 The 　results 　are 　as　follows：

　The 　original 　of
”Keizaishogaku　KaseiyDshi”is　Mrs ，　E 、　F　Haskelrs”The 　Housekeepe ゼs　EncycLopedia”

pubhshed 　in　New 　YDrk　by　D．　App ［etDn ＆ Co．in　l860、　The　original 　had　424　pages ，　and 　it　included　many

areas 　 of　home 　 hfe　 with 　descripしions　 about 　 cooking 　 making 　 up 　 more 　 than 　6D96．　 Incorporated　 lnto
“
Keizaishogaku　Kaselyosh1

”
was 　no 　Inore 　than 　40　pages 　or 　less　thall　10％ of　the 〔，riginal 　text．　Abundant 一

量ytranslated 　are 　the　chapters 　refernng 　to　nutritioIl，　food，　infancy，　husbands，　and 　preface ，　On 　the　other

hand，　the　or 孟gLna［was 　translated 　less　in　the　ehapters 　on 　servants ，housing、clothing ．and 　remedies 　This

may 　be　due　to　the　translato ゼs　intention　of 　choosing 　household　ideologies　and 　contents 　that　were 　both
desirable　and 　practicab｝e　in　early ！｛eiji　era　as　well 　as　in　view 　of　the　cultural 由fferences　bet“een 　Japan
and 　America 　of　the　Ume ，1い s　understandabte 匕hat　the 　translator　named 　his　publication

鱒
KaseiyDshi

”

〔Yoshi　meaning 　pri皿 cipal 　POLnt）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Received　Jun已 28，1995）

KeyWords ； atranslated 　 boQk　 on 　 home 　 management 翻 訳 家 政 書，　 early 　 Meiji　 era 　明 治 初 期 ，
household　 ideology 　家 政 理 念，　 developmental 　 history　 Qf　 home 　 economlcs 家 政 学成 宣 史，

“
Kei −

zaishogaku 　Kaseiyoshi
”
　「経済小学　家政要旨」，　 Nagamine　Hideki 永峯秀樹，

　 1．緒　 言

　 こ れ まで ，常見育男ら を中心 に ，わ が国 に おける家

政学成 、7二史研究の 一環と して ，江戸後期以降に 出版 さ

れ た 家政書 （家事教科書 ・家政学書 ）を対象に，家政

理念 と家政学 の 発 展 に 関する研究が進め られ て きて い

る，そ の なか で もとりわけ，明治初期 に おける翻訳家

政 書は ，近代国家へ の 歩み を始め た わが 国歴 史 ヒの 転

換期と い う社会背景の もとで ，それ まで の 家事教育
’ 1

に 対 して 啓蒙的な役割を果たす ととも に，そ の 後の 家

政教 育
寧 へ 家政学研 究に多大の 影響 を及 ぼ した出発点

とも考え ら れ て きた．また，こ うした翻訳家政書の 理

念や 内容が ど の よ うに受容 され て きた の か とい う経時

的推移に つ い て は ，家政学に 関する 史的考察の ヒか ら

意味深 く受けとめ られ て い る
11 ・

．

　 こ れ らの 翻訳家 政書 に つ い て は，漸次 ，その 内容紹

（289｝

’ T
江戸 時代 か ら明治初頭の 女子教育は，家事技術 に 関

　 す る 内容 に 偏 っ て い だ．
輯

明 治 初 期 の 翻 訳 家 政 書 以 降，家 族 の 健 康 や 幸 福 な ど

　 を目的 と し，計画性，合理性 の ある 家政 （家庭運営：

　 へ と移 り変 わ っ て い っ た．

1
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介な ら び に 考察が な され て きて い る，しか し，そ れ ら

の 原書名や原著者名に つ い て は，こ れ ら を原語 で 明示

して あ る もの が わず か 2 冊 に す ぎず，また い ずれか
・

方を カ タ カ ナ で 表示 して あ る も の に つ い て も
，

そ の 調

査 は困 難で 解明 され て い な い もの がほ とん どで ある．

こ うした原書名等の 判明 し な い 訳書は，原典に忠実な

もの なの か ，忠実な訳で はあ る が
．一一
部を抄訳 した もの

なの か，あ るい は 意訳 した もの なの か ，とい っ た 区別

す ら判然と し ない ．

　こ れ まで に，原書や 原著者お よび訳 者に つ い て 明ら

か に さ れ
，

さ ら に 原 書 と 訳書と の 比 較研 究が 行 わ れ て

い る翻 訳家政書 に は，常 見
“ ’i

お よ び 行川
11

に よ っ て ，

原典が ア メ リ カ の 著名な女子教育者 ビー
チ ャ

ー
と ス ト

ウ 姉妹 の 共著 に なる
”Principles〔＞f　Dolnestic　Science

，

”

J．B ．　Ford ＆ C］o ，，　New 　York （1870），海老名晋訳 『家事

要法』 〔明治 14 （188D 年 ， 文 部省 1・IJ） と，亀高 ら
了

に よ り，原典が英国 の ビー
トン 夫 人lsabella　Beeton の

著で あ る
“
The 　 Book 　 of 　 Household 　 Manageineilt ，

”

Ward 、　Loc｝k，　and 　Co ．．　Lond   ll （1861）で ある こ とが解明

さ れ た 穂積清 軒訳 『家内心 得 草』 〔明治 9U876 ）年

刊 ），谷 ltS …　’1
に よ っ て ，原典 W ．　 Chambers 　 and 　 R．

Ghambers 　（ed ．）
“Charnbers’s　Inforniation　for　the

People，
”J．　B ．　Lippincott ＆ Co，，　Philadelphia 〔1867）の

最終編
‘」Household　Hints”との 比較が 行わ れ た永田健

助訳 r百科全書　家事倹約 訓』（明治 7 （1874〕 年，文

部省刊 ｝ を挙げる こ とが で きる．

　今回 の 研究で 取 り上げ た 『経済小学　家政要旨』

（以 ド，r家政要旨亅 と 略す） は ．明冶初期 に お け る 翻

訳家政書の 中で も最 も広 く，小学校 や 女学校 の 教 科書

と して も採用さ れ
’1
，啓蒙的な役割を果た した もの と

して特 に 著名で あ る．そ の 内容や考察に つ い て は，家

政学成立史研 究 の 先駆者で あ る常見育男
171

に よ っ て ，

早 くも戦前か ら紹介さ れ て きたが，そ の 原典に つ い て

は，同書の 中 に 原著脅名に 関す る記述 が な され て い な

い た め
，

依然 と して 不明 の ま ま で あ っ た ．

　さ ら に 「家政要 旨』は
， そ の 冒頭 に も記 され て い る

よう に，翻訳者永 峯秀樹 に よ っ て 原 書の
一

部が 「抄訳」

され た もの で ある，江戸 時代末期の 開国以来，欧米の

原書を翻訳 した 書物が 出回 る よ うに な っ たが，こ れ ら

当時 の 翻訳書 の 中 に は ，原文を忠実 に 翻訳 した結果，

きわめ て難解に な っ た例も多い ．そ う した なか で こ の

「家 政 要 旨』 は，欧 米 の 生 活 様式，生 活理念 と は 大 き

く異な っ て い た当時 の 日本 人 の 生活の 実状 を考慮 した

適切な意訳で あっ たため，翻訳家政書の 中 で も最 も普

及 した とみ られ て きた
：s　］v．．しか し，こ れ まで 原典に

つ い て は 不明 で あ っ たた め ，原 書との 比較 の もと に，

翻訳者が ど の よ う な意図 をもち，原書の どの 部分 を採

択 して どの ように 訳 出 した の か に つ い て は 判然と しな

か っ た．こ の 問題 は，明治初期 の わ が 国 の 家政理念 が ，

翻訳家政書 に よっ て，欧米か らどの ような影響を受け

た の かを考察す る うえ で ，非常に 重要な研究課題 で あ

る．こ うした視点か ら，筆者 らは，明治初期に おけ る

諸外国か らの 家政理念 ・家政思想 の 受容過程を明 ら か

に す る た め に
， 翻訳 家政書 の 研究 を進 め て い る．

　そ こ で 本研 究 で は，『家 政 要旨亅 の 原典に つ い て 解

明 し，つ い で 原典 と訳書 との 比較 ・
照合を 通 じ て ，翻

訳者永峯秀樹が原脅の どの よ うな家政理念や内容 を採

択 して 訳出 し，H 本に紹介 しよ うと試 み た の か に つ い

て ，考察を深め る こ とを研究 の 目的 と し て い る．

　2．研 究方法 お よび資料

　研究に 用 い た資料は ，ハ ス ケ ル 原著，永峯秀樹抄訳

「経 済小学　家 政 要 旨」（上 ・中 ・下 ，3 冊〉，内藤伝

右衛門，山梨 （明治 9　（1876）年刊），お よ び そ の 原

書資料と して ，Mrs，　E．　F．　Haskell： The　Housekeeper’s

Encyclopedia，　 D．　Appleton ＆ Co、，　New 　York 　（1872）

（イリ ノ イ州 しk大学図書館所蔵） で ある．

　3．結果 と考察

　（1） r家政要 旨亅の 体裁

　同書の 体裁 と種類に 関し て は，す で に 田 中ちた f・，
田 中初夫に よ っ て、す べ て印刷 ・

製本時が 異な る 2 種

類 8 部 の 紹 介 が な さ れ て い る
m 斗 ．こ の う ち もっ と も

fコ」行が早 か っ た とされ る もの の 体裁は次 の とお りで あ

る．

　半紙判，和紙木版刷和綴の 上
・
中

・
下 3冊 本 で ， ヒ

暢
常 見

1’」．
，岡 村 ら

：1．／！／，一：宮 ら
／s
の 調 査研 究 に よ る と，

　 明 治 9 年 か ら 14 年頃 に か け て ，京都府女学校 （明治

　 9 年）
1・a
，長崎 県 女 児小 学 〔同 11年 ）

1”i

，山 形 県小 学

　校 1：同 14 年戸 等全 国 の 小学校 や 女学校 で ，同書 を

　 「読 物 1，「経 済学 1，「家事経済」 な ど の 科 目で 使 用 し

　 て お り，「家 事倹 約 訓」と並ん で 使 用 頻 度が 高か っ た，

2 （290｝

IA

こ れ に 筆者 が 1989 （平 成 元 ） 年 7 月 か ら 19901 平成

　2〕 年 4 月 に か け て，国 立 国 会図 書 館．東 書 文庫 ，東

　京家 政 学 院 k 学 附 属 図 書館 内 家政 学文献 セ ン ター，
　 お 茶 の 水女 f−k 学附属図書館 な ど に お い て 行 っ た調

　査結果 を 合わ せ る と，製 本 時を異 に す る 和 装 本 10種，
　 洋 装 本 3 種の 13種類 が あ る，
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巻 34 丁 〔題 字，緒言，「1録各 1 丁 ， 本 文 29丁，字書

2 丁 〉，中巻 35 丁 （本文 33丁，字 書 2 丁 ）， ド巻 37

亅
’

（うち本文 35丁，字書 2D か らな る．

　表紙 は
， 藍 色，厚和紙で ，左肩に 題 箋 が あ り， 「経

済小学　家政要旨　永峰秀樹訳　上」〔「経済小学」は

角書 〕 と記 さ れ て い る ．

　表見返 しは白色で ，緑色の 印字が なされ て お り，桜

の 匡郭の なか に，「米国ハ ス ケ ル 氏著，大 日本永 峯秀

樹 訳，経済小学　家政要旨，板権免 許　明治九年八 月

i．九 日　内藤伝右衛門蔵板」 （「経 済小学」 は 角謝 　と

あ る
tS

．

　上 巻冒頭 に 綴 じられた題字に は，「玉 ［申　金鑒　七

十 「翁九岳　印印」と記 さ れ て い る．こ れ は 「ぎ ょ っ

こ うきん か ん 」 と読 み ，「玉で飾 っ た箱，貴重 な教訓」

とい う意味 で ある．こ の 題字を書い た の は ，永峯秀樹

の 実父 ， 小 野通仙 蘭 方医 ｝ で あ る こ とか ら も，『家

政要旨1 に対す る期待や 思 い 人れ が酌み と れ る．

　 奥付 の 刊 記 は

　「版 権　明治九 年八 月 1’九 日

　 免 許 　同　　年 卜月出 　版 　　定価 金 五 十
・
五銭

　　　 　　静岡 県
．
七族

　　 翻 譯 人　永峯秀樹

　　　　　　　東京芝愛宕町 ．三丁目壱番地 寄留

　　　 　　 tll梨県平民

　　 出板 人　内 藤伝右 衛 門

　　　　　　　甲 府常盤 町 三 十八 番 地 」

と記 され て い る，

　  　翻訳者　永峯秀樹に つ い て

　「家 政 要 旨』 の 翻 訳 に あ た っ た 永峯秀樹 に つ い て は ．
い くつ か の 研究書が み ら れ る が ，

こ こ で は 保坂忠信の

著書に よ る 略歴 を引用する
凵3：

．

　　嘉永元 U848｝ 年，山梨県 北 巨摩郡明野村浅尾新 田 の

　蘭方医 小 野 通仙 と と わ の 末 f・（3 人の 兄 も蘭方医 ・ と し

　て 出生．甲府 の 徽典館 に 学 び，19 歳の 時京都 に 遊学．

　高知，長崎 に 航 し，江戸 に出 て 士族永峰の 名義．ヒの 後嗣

　と な り，武 士 の 身分 を得た．幕末騒 乱期に 幕臣 と して 活

　躍．そ の 節 を 全 う し，明 治 維 新 と共に 静岡 県 に ト
．
っ た ．

　徳 旧家設 立の 沼津兵学校 に 入 り英語を学ん だ が，海 軍 ・乞

　国に 目覚 め ，明治 4　〔18711年，築 地 の 官 1tr二海軍兵学寮

　に 入 学，逆 に数 学教 師 と して 迎 え ら れ，こ こ で 英米人教

　師 との 交友の 中に 英学 に 専念 した，本格 的 英 学 教 師 と し

　て 江田 島時代を通 じて 明 治 35 ：：19021 年退官 まで 30 年

＊f
永峯秀樹 は，表紙，緒言，本文冒 頭 に は 「永峰j，奥

　付 に は 「永峯」の 字体を用 い て い る．保坂
Ul．

に よる と，
　 「峯」 は 秀樹 が 用い た字体 で ，著書 の ほ とん ど に こ の

　 「峯 」 を 用 い て い る．た だ し，現 在 の 永峰家 （秀樹 の

　直系）は 「峰」 を用 い て い る とあ る の で ，「峰」 は 戸

　籍 名 で ，「峯」 は筆名 と考 え られ る ，

　 間，わ が 国草創期 の 海軍 士官養成 に 努め た，彼 は H 本発

　 行 の 最 初 の 英和辞 典 ，い わ ゆ る ［開成所辞書」を徹底 的

　 に 活用 した
一

人で ある，長兄 小 野　泉 か ら と 徽典 館 で 学

　 ん だ漢 文 速 読法の
．
ド地 が あ っ た た め ，彼 の 英文読 書力 は

　 抜群 で 島国 日本の 目 を西 欧の 文明 に開 かせ よ う．と，豊富

　 な漢 語 を駆 使 して ，彼 独 自 の 文体 をつ く りつ つ ，翻 訳 者

　 と し て 開化期 の 明 治 2D 年代 まで 西 欧 文 明 移 入 の 第
一一

線

　 に立 っ た
輔 ．

　　退官後は書斎 人 と して フ レ ノ ロ ジー
〔「性相学D の 研

　 究 を通 して 人生の 探求に 專念す る
一・

方，西欧文明 の 受容

　 の あ り方 な ど に つ き明 治 日本 人 を啓蒙 し．今 日の 平和 主

　 義，民 ｝1主義 の 世 界 の 姿 を 予 見 した．昭 和 2U927 〕 年

　 12 月，東京赤坂の 自宅 で こ の 世 を 去 っ た，享 年 80歳．

　保 坂に よ れ ば ，永 峯 は 沼津兵学 校 で ，バ ー
レ
ー

の

r万国歴史』，グ ッ ドリ ッ チ の 『英国 史』を読 み ，海軍

立国で な け れ ば日本 は 欧州 入の 奴隷 とな る だ ろ うとい

う気持ち に駆 り lttlて られ て い る
tn
．また ， 世 界の こ と

を知 らせ る こ とが，日本人 の 島国的独尊心 を くじく こ

と に な り，一般 人 民 の 教化 に よ い と考え て 翻訳 を行 っ

て い る
‘41
．こ うした 翻訳 に 対 す る永峯の 使命感 は，

『家政 要旨』 に お い て も受け と め ら れ る ．また ，訳 文

に は ，漢文 の 素地が 生きて お り，リ ズ ム の あ る 歯切 れ

の よ い 文体とな っ て い る．

　（3） 『家政要旨』 の 原典 の 解 明

　『家政要 旨』 の 原典 を解明す る に あた っ て，まず同

書の 中に原書名，原著者名に つ い て ，どの ような記述

があ るの か を調査 した．その 結果，同書 「緒言」 の 冒

頭 に，原典 を示す次の 記述が み られ た．

　　「原 書 パ ー千 八 百七 十 五 年米国新 約 克刊 行 「ハ ス ケ ル 」

　　 氏 ノ 著 述 二 係 リ
・一

家 ノ 経 済 ヲ 記 載 シ テ 彼 邦 屠 家 必 用

　　 ノ 諸事ハ 餘 ス 所 ナ シ」

　 こ こ で わ か る こ と は，原書 が ，「1875年 に ア メ リ カ
，

ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク で 刊行 され た もの ｝で
， 原著者名は 「ハ

ス ケ ル 」，その 内容は 「家庭 の 経 済」を記 した もの で

ある とい うこ とで ある．

　まず，明治初期 の 「版権書 則 を調査 した．こ れ は，

さ きの 体裁 の 項 で 記 した奥付の 刊記か ら，当時 は 出版

を行 う場 合 ， 内務省へ の 届け出 が 必要 で あ っ た か らで

あ る
251
．こ の とき内務 省が版権の 許可 を出 し た 書籍 の

目録 を作成 し た もの が 『版権書 目」 で あ る ．

　こ れ に よ る と，「版権書 目 〔第 一：号
’
］』巻 二の 廿 J

『
に

『家政要 旨』 の 書 名，抄訳 者名， 出版人 名 に 先立 ち，

簡

永峯は ，r富 国 論亅，　 r欧 羅 巴 文明史亅，「開巻驚奇　暴

　夜物語」，「改 正　智氏家訓」，「代議 政 体」，r経 済小

　 学 　家 政 要 旨 〔後 編 ：1」 な ど 13種類 の 翻訳書を刊行

　 し て い る が，そ の 大 半 は．明 治 7 − 13 年，永 峯 が

　 26　一一　32歳 の 時 の もの で あ る ．
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表 1．原典資料所在一覧

刊行年
“
The 　National　Union　Catalog　Pre−1954 　lmprintS

”
の 記載事項 所　蔵　図　書　館

1861年 　 Haskell，　Mrs ．　E　F

　　　 　 The 　 housekeepe ゼs　 encyclopedia 　 of 　useful 　information　for　the

　　　 　 housekeeper 　tn　all　branches　of 　cooking 　and 　demestic　ec 〔｝nerny ：

　　　 　 containing 　．．　 rules 　for　pllttillg　up 　all　kinds　of 　＿　frui鯰 　．．，　With

　　　 　 tried　recelptS 　for　making 　domestic　wines ，　 catsups ．．．　New 　York，

　　　 　 D ．Appleton，1861

　　　 　　 Xiii　445　pp．　fold．　plan．21em

University　of 　Kentucky ，　LeXington

Harvard　University，　Cambridge
Stanford　University　Libraries，Stanford

New 　York　Public　Library
，
　New 　York

1868年 同 上 Washington ＆ Lee　University，　LeXington

1870年
同 上

University　of　Missouri　at　Kansas　City
，

　Kansas　City

1872年　　Haskell，Mrs ．　E　F

　　　 　 The　housekeeper
’
s　encyclopedia 　of　useful 　information＿By　Mrs ．

　　　 　 E，F．　HaskeU 〔NewYQrk 、D 、　Appleton ＆ ¢ o ，1872 ？］

　　　 　　 xii，445　pp　fold．　plan．20　cm

　　　 　　 T、−p ．missing 　from　patent 　office 　copy

　　　 　　 Rulming 　tiUe ：Housekeeper
’
s　encyclopedia

　　　 　　 1．Domestic　economy ，2．Cookery

US ．　Patent　Office　Librar｝・，　Columbia

University　of 　Illlnois，　Urbana

”
The 　Nationa】Unlon　Catalog　Pre−1954　linprints

”
　
LT

よ り作成．

原書 に つ い て，次 の 記述が行 わ れ て い る．

「原　　
．一

千 八 百
．
匕十 五 年著

書 　 ハ ウ ス キ ー
フ ル ス ，イ ン サ イ ク ロ ペ ゲ ア

　　 経済小学　家政 要旨　　大本 三 冊

　　　　　　　 抄訳者　永峯秀樹　静 岡県士族

　　　　　　　 出版 人　内藤伝右衛門　山梨県平民刊

　こ の 記述 か ら，『家政要 旨」の 原 典は ，原 著者名 「ハ

ス ケ ル 」，原書名 「ハ ウ ス キ
ー

フ ル ス ，イ ン サ イ ク ロ

ペ ゲ ア 」，ア メ リ カ，ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク に お い て ，「1875

年 」に 刊行 さ れ た もの で あろ うとい う手が か りが 得ら

れた．

　そ こ で ，こ れ らの 手がか りを もと に して，原書 を探

す作業に とりかか っ た．とこ ろ が ，
ア メ リカ に お い て

1876年以 降に刊行 された著書に つ い て は，ア メ リ カ

の 出版 年鑑 で 調査可 能で あ るが，ユ875年 以前 の 出版

年鑑 は入手 で きなか っ た．そ こ で ，現在，ア メ リカ の

図書館 （議 会図 書館，公 立図 書館，各大学の 付属図 書

館を含む）に所蔵 され て い る文献を リ ス トア ッ プ して

ま と め た
“The　National　Union　Catalog　Pre−19561m −

prints
”〜71

を用い て原典を探 した．

　そ の結果，こ の 文献目録中の HASKELL の 欄に，先

の 手が か りとほ ぼ
一

致す る原書名を見出す こ とが で き

4

た が，そ れ らは 1861年，1868年，1870年，1872年

刊行 の もの で ，1875年に 刊行 された もの は 見出せ な

か っ た （表 D ，

　 そ こ で ，表 1 に 示 され た資料中，1875 年 と い う

「家政要 旨』緒言 に 記載され た刊行年 に 最 も近 い 1872

年刊行本 の 原書 コ ピ ーを，ア メ リ カ，イ リ ノ イ州立大

学図書館 か ら取 り寄せ た．

　（4）
“The　Housekeeper’s　Encyclopedia ”

の 概要

　入手 で きた原書資料は，B6 判で ，本文と索引部分

を通 した ペ ージ数 445 ペ ーシ
哮7
．題扉 に は次 の よ うに

記載 され て い る．

（292｝

’．
原 書 の ペ ージ数 の 内訳 は ，題扉 1枚 （ペ

ージ数 なし），
　 PREFACE （10 ペ ー

ジ ），　 TABLES 　OF 　WEIGHTS ，　MEA −

　StJRES，　ETC ．（2），　 CONTEN，
　TS （4＞，折 り込み 図 1枚，

　 INDEX 〔25） 〔本 文とINDEX に 通 しの ペ ー
ジ 数が う っ

　 て あ る），巻末 に 出版社 の 広告 （10） と なっ て い る．
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永峯秀機抄訳 「経済小学　家政 要旨亅 とそ の 原典 との 比 較 考察

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 THE

　 　 　 　 HOUSEKEEPERS 　ENCYCLOPEDIA

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 OF

　 USEFUL 【NFORMATIOI 　 FOR 　THEHOUSEKEEPER
　 　 　 　 　 　 　 IN　ALL 　BLANCHES 　OF

　 　 　 COOKING 　AND 　DOMESTIC 　ECONOMY ：

　 　 　 　 　 　 　 　 CONTA 【NING

　 　 　 THE 　FIRST 　SCIENTIFIC 　AND 　RELIABLE

　 　 　 　 　 RULES 　FOR 　PUTTING 　UP　ALL

　 　 KINDS 　OF 　HERMETICALLY −SEALED 　FRUTS ，
　 　 　 　 　 WITH 　OR 　WITHOUT 　SUGAR ，
　 　 　 　 Il　 TIN 　GANS 　COMMON 　BOTTLES ：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ALSO

ROLES 　FOR 　PRESERVING 　FRUITS　IN　AMERICAN 　AND

　　　 　　 　　 　 FRENCH 　STYLES ；

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 WITH

　 　 TRIED 　RECEIPTS 　FOR 　MAKING 　DOMESTIC

　　　 　　 　　 　WINES 、　CATSUPS ，

　　　 　　 　 SYLUPS ．　CORDIALS ．　ETC．i
　 　 　 　 　 AND 　PRACTICALDIRECTION 　S

　 FOR 　THE 　CULTIVATION 　OF 　VEGETABLES ，　FRUITS ，
AND 　FLO“ERS ，　DESTRUCT 置ON 　OF 王NSECTS ，　ETC 、ETC ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 BY

　 　 　 　 　 　 　 MRS 　 E．　F、　HASKELL ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　EW 　YORK ：

　 　 　 　 　 D ．APPLETON 　AND 　COMPANY 、
　 　 　 　 　 　 　 549 ＆ 551BROADWAY ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1872、

　原著者名 「Mrs．　E．　F．　Haskel1」，原書名 「The　House −

keeper
’
s　Encyclopedia 」，刊行 社名　「D，　 Appleton 　＆

Co、」 で
， 「1872年j に ニ ュ

ー
ヨ
ー

ク で 刊行 され た も

の で あ る．刊行年を除けば，（2）で 得 られ た 原 書に 関

する手が か りと
一
致 して い る．さ ら に，こ の 題 扉の 裏

面 に は ，当時，日 本 と 同様 ア メ リ カ に お い て も，本を

出版す る場合届け出が必 要で あ っ た ら しく， 「法令 に

従 っ て ，1860年 に ，D．ア ッ プ ル トン 杜 よ り，ニ ュ
ー

ヨ ーク 南区 の 合衆国地方裁判所事務局 に 届け出済 み 」

で あ る こ とが記載 され て い る．こ の こ とか ら，同書初

版が刊行 され たの は 1860年，また は そ の 翌年の 1861

年で あ り，
以後少なくと も 1868年，1870年，1872年

と数回に わた っ て再版が刊行 され て い る．したが っ て ，

r家政 要 旨亅緒言 の 記載に 従 え ば
， 永峯秀樹が 人 手し

た の は，そ の 再版 本 の
一

つ ，1875年版 で あ ろ うと推

定さ れ る，

　入手資料の 題扉の 記載か ら，原書は ，主婦 （house−

keeper） を読者対 象 と し，料理 （cooking ） と家 政

〔domestic　economyN こ関す る あ ら ゆ る 領域を 内容 と

して い る．そ の 中で も特に，果物 の 保存方法，ワ イ ン

などの 家庭 で の 製造方法を目玉と して お り，さら に，

家庭菜園の こ とに も触れ て い る ．

　と こ ろ で ，「家政 要旨］緒言に は，原書の 内容 に つ

い て 「一家ノ経済 ヲ 記載」 し た もの で あ る と記 し て あ

る が，「
一

家 ノ 経済」 とは，原書 の 題 扉 に み られ る

「domestic　economy 」とい う言 葉 を受 け た 表現 と考 え

られ る．19世紀 か ら 20 世紀初頭 に か け て の ア メ リ カ

家 政思想 の 生成過 程 に関す る，松 ド
2S

，今井
抑

，今井

ら
’1）／

の 詳細な研究に よれ ば ，レ イ ク ・プ ラ シ ッ ド会議

以後，「home 　economics 」 とい う名称が 家政学を意味

す る 言葉 と して 定着する以前に は，家政 を意味する 語

句 と して こ の 「domestic　economy 」が 用 い ら れ る こ

と が 多か っ た と 指摘 さ れ て い る ． と こ ろ が こ の

「domestic 　economy 」と い う言葉 は
， 明 治初 期 の 翻訳

家 政 書に お い て ，「家事経 済」や 「家 内経 済」 な ど と

直訳 され て い る
IL．
．ま た ，広義 の 家政 （衣 食住生活，

家族 ， 家庭経営，保育，介護などの 諸領域を包括す る ）

と狭義 の 家政 （広義の 家政 の
一領域と して の 家庭経営

や家庭経済）をと もに 「家内経済j と訳 して お り，用

語の混乱が み られる．こ こ で 述 べ られた 「一一家 ノ 経済」

が 「domestic　economy 」 をうけ ， 広義の 家政 を指 し

て い る こ とは，原典の H 次 や 内容か ら も明 ら か で あ る．

　 また ，筆者が 先 に 調査 した ，翻訳家政書の 第 1 弓
．
，

永田健助訳 r百科全書　家事倹約訓』の 原典との い く

つ か の 共通点を見出す こ とが で き る，す なわち，その

原典，
“Chambers ’

s　Information　for しhe　People”は
，

読者対象を広 くイ ギ リ ス 国民全般と して お り，主婦 を

読者対象とした
“The　 Housekeeper冒s　 Encyclopedia”

と は 異な る もの の ，印刷技術 の 普及とい う社会背景の

なか で ，有用 な知識 ・情報 （useful 　information〕 を百

科全書 （encyclopedia ）的 に体系 づ け なが ら
一

般 的 に

広 く普及させ るとい う，教 育的な意図 を目的 と して 持 っ

て い た こ と，そ の 知識の 中に，科学的 （scientific ）知

識 が導入 され て きて い る とい う点をあげ る こ とが で き

る ．

　『家政要旨』の原典
“
The　 Housekeeper

’
s　 Encyclo−

pedia
”

に 関す る 先行研 究 は，今の と こ ろ 見当た ら な

い ，レ イク
・
プ ラ シ ッ ド会議以前の 19世紀中葉 の ア

メ リ カ に お い て ，家政 に 関す る領域に，生 活に有用 な

もの と して ，科学的 な裏付け をも っ た 知識 を導入 し よ

うと試み た 1冊 として位置づ け られ る もの と思 わ れる．

　原 著者の Mrs，　E．　F．　Haskel1とい う人物 に つ い て は，

序 文 の 記述か ら
， 家 事に 堪能 な既婚女性で ある こ とが

わか る 以外は，今の とこ ろ 全 く情報が得られ て い ない ．

こ の 原書の 巻末 に ある D，ア ッ プ ル ト ン 社刊行 の 書籍

（293）
尸
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表 2，原典と 『家政要旨』 との 目次 の 比較

6’
The 　Housekeeper’s　Encylopedla” ペ ージ数 「緕済小学 家政 要旨亅　　　　　べ ・一ジ 数

緒言 2

PREFAGE 4 第
・
章 総 論 9

PART　1AI 〕VICE 　TQ 　YOUNG 　HOUSEKEEPERS 　AND 　THE1R 　HOUSEH 〔〕LD 4z
CHAPT ．1SELECT 艮NG 　HOUSE 　AND 　FURNITURE 第二 章 家屋 家材 ヲ 購ヒ 求 ム ル 時 ノ心 得 1
CHAPT ．2SYSTEM 　AND 　MANAGEM 巳NT 　OF 　SERVANTS 第 二 章 雇 人 ノ取 扱 方 M

GHApT ．3EC 〔〕NOMYIN 　COOKIN （｝WELL ．　CHEERFULNESS ，むπ ． 第四 章 料理 ノ 経 済 14

CHAPT ．4WASHING ．IRONING ，STARCH 【NG ，E7℃． 第五 章 洗濯 糊熨 斗等 ll
GHAPT ．5DIREGT 【ONS 　FDR 　ENTERTA 膃MNG 　VISITORS 、εアC． 第六 章 賓客 ヲ待遇 ス ル 心 得 9

CHAPT ．6TO 　HUSBAND 需一EXCUSES 　F 〔〕R　THEMISTAKES 　OF 　HOUSEKEEPERS 第 七章 夫ノ心 得 25

CHA 円
−．7ADVICE 　TO 　SERVANTS 儲 ．．三章 雇 人 ノ 取 扱 方：1

　　rlHAPT ．B
− rCARVING

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

PART　2NUTR ［TION ，ELEMENTSOFFOOD ，ετC． 15
．　

CHAPT ．1NUTRIT ［0馨 第 八 章 栄 養ノ 駅 22

CHAr7r ．2ELEMENTSOF 　FOOD 第 九 章 食物 ノ心 得 1δ

CHA 卜哩 ．3MARKET ［NG 第十 章 食 糧 ヲ 買 フ 時 ノ 心 得 12

PART 　3 〔｝ENERAL 　GOOKERY 154 〔PART 　3− 10 まで 訳 な し）

1．団⊃UPS ，　GRAV 【ES，　AND 　SAUCES 　　2．　FlSH ．　3．　BEEF ．　 4．　PORK ．
5．VENION ，　VEAL ，【，AMBI 　AND 　MUTTON ．　 6．　POULTRY 　AND 　GAME ．
7．VEGETABLES ．　 8．　PUDDINGS 　AND 　DlNNER 　DESSERTs

9、PASrRY 　AND 　PIES．10．　YEASTIBREAD ，　AND 　BlSCじ1TS 　　I　L 〔
．
翌AKES ．

12．GONFECTI 〔〕NERIES，　CREAMS 、　fi．了て．「　 蓋3、TEA ．　 14．COFFEE 、へND 　CHOCOLATE

PART 　4

PART 　5

PART 　6

BREAKFAST 　D［SHES 、　C 〔〕LD 　1：｝INNERS ．　EτC． 1ア

1．BREAKFAST 　D【SHES，　2．HASHES　　3　T⊂｝SELECT　EGGS，　PRESERVE、　C （：レUK 、矼 C．
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総ペ 一シ
’
数＝424 総へ

’一ゾ数＝195

家

保 育

〔19 ％

介護
（45 ％ 1
住 生．活 ．
CO．7％ ）
．
衣生 活

（2．8％

その 他
原論 一家庭経営

（5　4％ ）（0　9％ ）．（5　9％ ）

　　　図 1．原典に おけ る 領域の ペ
ー

ジ数比率

原 書 の 記 載 内容 に 基づ き，次 の ように 分類 を行 っ た．原

論 ：preface （家 政 の 目 標を明示 して い る た め 原論領域 に

分類 し た 1，家庭経営 ：part　l
−
chapter 　2，3，5− 7，　 part

10，食 生 活 ：part 　l−chapter 　8，　 part　2 − 7，9．　衣 生 活 ：

part　 1−chapter 　4，住生活 ：part　1
−
chapter 　1．介護 ：part

ll−chapter 　1，2，4．保 育 ：part　ll−chapt ，er 　3．家庭 菜

園 ：part　8．その 他 ：part 　l2，

目録や そ の 他 の ア メ リ カ の 出版 日録 な ど を調査 し たが，

こ の 原書以外に ，同
一一著者名に よる著書は見 当た ら な

か っ た．お そ ら く，こ の 『主婦 百科』 とで も訳 され る

“
The 　Housekeeper

’
s　Eneyclopedia

”
が，彼女の 唯

一
の

Fl亅行物 で は なか っ たか と推察 さ れ る ．

　原書 の 目次に つ い て は，表 2 に示 して い る．また図

1 か ら，食生活 （料理法）に 関す る内容が 原書 の 6 割

以 上 を占め て い る こ と が わ か る．こ の 点 が ， こ の 原 書

の 大きな特色 で あ る．

　（5） r家政 要旨』 と原典との 内容構成 の 比 較

　「家政 要旨』 とそ の 原典 に つ い て ，どの よ うな領域

がそ れ ぞ れ どの くらい の ペ ージ 数を占 め て い る の か に

つ い て比 較を行 っ た．
“The　 Housekeeper’s　 Encyclo −

pedia
”

の 各領域 ご と の ペ ージ割 合 1図 1）は ，　 f家政

要 旨』の そ れ （図 2） と は 大 きく異 な っ て い る．「家

政 要 旨j の 緒言に ，「婦 女教 育 ノ欠典 ト思 ヘ ル 部類 ヲ

摘譯 シ テ 」 と述 べ ら れ て い る よう に ，翻訳者永峯が ，

原書の なか か ら必要性に応 じて 取捨選択 して 訳 出 した

結果 で ある と思わ れ る ，永峯秀樹が 原書 の どの 部分を

採択 し て 翻訳 を行 っ た の か に つ い て は ，当時の 家政教

育 に 何 が 求め られ た の か を 考察 す る た め に も，検討す

る必要 が あ る ．

　 そ こ で ，原書の どの 章が 「家政 要 旨』の 各章に 対応

す る の か，両者 の 比較 ・対照 の た め に 作成 し た の が 表

介護

〔97 ％ ）

住生活

（0、5％
　衣 生

　 （56

原論

〔5、6％ ）

家庭 経 営

‘31．9％ 〕

　 　 　 　 　 　 　 　 食生．活
　 　 　 　 　 　 　 　 （26、7％ ）

　 図 2．r家政要旨』に おける領域 の ペ ージ数比較

領域 は 次 の よ うに 分類 し た．原論 ：緒言，第 1章．家庭経

営 ：第 3，4，6，7 章．食 生 活 ： 第 8 −一　10 章．衣 生 活 ：

第 5章．住 生 活 ：第 2 章．介護 ：第 11 ・12 章，保育 ： 第

13 ・14章．

2 で あ る．表 2 に よ る と，『家 政 要 旨』第 1章 は 原書

の preface ，同 じく第 2 章か ら第 7 章ま で は 原 書 part

1 の chapter 　1 − chapter 　7 ，第 8 章か ら第 10 章は原

書 part　2 の ehapter 　l− 3，第 11章か ら第 14章は原書

part．　l　lの chapter 　1− 3 が 相当し て い る こ と が わ か る．

また ，原書 の part　3 〜part　10，お よ び part　12 は全 く

訳 出 さ れ て い な い ．す な わ ち，「家 政 要旨』 は，原書

の 緒言 と本 文 12部 58 章 424 ペ ージ の うち．preface．

part ．1 ，part　2 ，part　l　l の わ ず か 3 部 13章約 40 ペ ー

ジが抄訳 され た もの で あ っ た，

　こ の ように 原 書 の 1割 に も満たな い 抄訳 が行われ た

結果，『家政 要 旨』 とそ の 原 典
“The　 Housekeeper

’
s

Encyclopedia
”

とは，領域構 成の 異な る 本 とな っ た．

図 1，2 に示 し た と お り，両者 の 領 域 の ペ ージ 数比 率

を比 較する と，『家 政要 旨」 は ，家庭経営 領域，食生

活 領域，介護領域，保 育領域の 順 に大 きな割合 を占め

て い るの に 対 し ， 原典は ，食生活領域 が 6 割以 トを占

め ，『家政要旨』に 採択 さ れ た家庭経営や 介護 な ど の

領域 はそ れ ぞ れ 5 ％ に も満 た な い とい う構成 に な っ

た
邨

，

　こ の よ うな構成 は ，亀高ら が 解 明 した翻訳家政 書の

一
つ ，穂積 清軒訳 『家 内心得 草」 （明 治 9 年〕 の 訳 出

過 程 と共通 して い る ．すなわ ち，同書 の 原典は，イギ

リ ス の著名な料理書 の 祖 と して知られ る イサ ベ ラ ・ビー

トン に よ る
“
The 　Book 　or 　Household　Management

”
で
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あるが，こ の 原書 も料理法に 関する 記述が 大半 を占め

て お り，穂 積が訳出 した 「househQld　management 」

に 相当する 部分 は， 1割に も満た ない こ とが報告 され

て い る
IE
．こ こ で ，二 人の 翻訳 者が とも に，原書の 大

半 を占め る料理 に関す る内容 よ りも，家庭経営に 関す

る 領域を採択 して わ が国 に紹介した とい う点が注 目 さ

れ る．

　（6） 「家政 要旨』と 原典と の 刊行趣 旨の 比較

　原典 の 緒 言 （preface ）は
， 『家政 要 旨」第 1章総論

と して 抄 訳 され て お り，その 内容の 一
部を知 る ことが

で きる ．こ の 総論は，家族 の 幸福や 安全や 快適 さは ，

料理 や 家庭経 営 を担 当す る 主 婦 の 手腕 に かか っ て お り，

そ の た め に 女子教育の 重 要性 を述べ た もの と して有名

で ある ．さ ら に
， 社会 の 変化に伴 い 生 活活動内容 も変

化 し て お “J　，食生活 もそ れ に応 じた 内容 が求め られ る

こ と が述 べ られ て い る が ，原書で は こ れ に 続 い て ，そ

の た め に新 し い 有効 な料理法や 貯蔵法を記 した とす る，

原 著者ハ ス ケ ル の刊行の 意図が記 され て い る．しか し，

こ の 原書 preface の 最 後の 部分は 訳 出 され ず，原著者

が そ の 時代 にあ っ た新 しい 料理 法 を知 ら し め る こ とを

主眼 の
一

つ に お い て い た とい う趣 旨は ，「家 政要 旨』

に は 訳 出 され なか っ た．

　
一

方，翻訳者永峯秀樹が翻訳 の 趣旨を記 した 『家政

要 旨」緒 言の 要 旨 に は ，

　 1．  　日本 とア メ リ カ で は 家政 の 内容が著 し く異

　　　　　なる こ と．

　　   　したが っ て，原書を全 て訳 して も，わが国

　　　　　で は役に tLた な い 部分が多 い こ と，

 

 

 

ll． 

今，日本人に最 も必 要 と思わ れ る 内容，

未だ 誰 も刊行 して い な い もの ，

しか も こ れ まで の 女 f’教 育に 欠け て い る と

思 わ れ る内容，を翻訳 した．

料理 は 重要な領域 だが ，西洋 の 料理 法 を今，

翻訳 して も役に立たず，また，永峯自身の

Ih

領 域 分 類 に あ た っ て は，今 日の 家政 学
・
家庭科教育の

　領域区分 に よ っ た．緒 言，総 論 は，家政 の 目標 や 原 著

　者，翻 訳 者の 家 政 （教育 ｝ 観 が 示され て い る た め原 論

　領域 に 分類 し た．「料理 ノ経済： は，主 婦 の 心得や 使

　用 人 の 管理 が 主 体 で ．食物，料理その もの に 関 す る 内

　容で は な い た め 家庭経営領域 に ，「食糧 ヲ 買 フ 時 ノ 心

　得」 は，食品鑑別 法を主 体 と して い る た め 食生 活 領 域

　に 分類 し た．「家事全般」（原書 part　10） は 家庭経営

　領域，「食品 加 工 」 （同 part　g） は 食生活領域，そ の 他

　 （同 part　12） は 特定の 領域 に 分 け る こ とが で きない た

　 め そ の 他 と分類 し た ．

8

　　　　　 任で はな い と考え，翻訳 を行わなか っ た．

と記して ある．原書 preface の後半部分を訳出しなか っ

た の は，  の 理 由に よるもの と推測 される．

　 両者 の 刊行 趣 旨の 違 い か ら も，「家政 要旨亅翻訳 の

背後に あ る，日本 とア メ リカ の 生活習慣，文化，家政

理 念の 相違が
， 当時 い か に 大きか っ た か が推 し量 ら れ

る ．しか し何 よ りも永峯は
， 原 著者 ハ ス ケ ル が pre−

faceで 述 べ て い る 家政 の あ り方の 重要性を認識 して ，

家族全員 の 健康 ・幸福 ・快適 さの 実現を目的 とする家

政の あり方の 紹介を意図して
， 日米の 違い を考慮 しな

が ら翻訳を行っ た こ とが うかが われ る．

　 （7｝ 訳出章に お け る 訳 出割合

　r家政 要旨亅 に 訳 出 され た 原 書の 訳出 章 に お い て，

そ の 全文が訳 出 された の か に つ い て，行 数 に よ る調査

を行 っ た，そ の 結果，永峯 に よ っ て ，さ ら に 訳 出 文 の

選択が行 わ れ て い る こ とが 判明 した．

　図 3 は ，原書 の 訳 出章の全行数に対す る訳 出行数の

割合 を示 した もの で ある，

　 こ れ に よる と，part　2 の chapter 　1 （図で は 2− 1 と

略 記）NIJTRITION （栄養 ） の 項 目 の み は ，ほ ぼ 全行

が r家政 要 旨亅（第八章　栄養 ノ事） に 訳 出 され て い

る もの の ，そ の他の章は 全文が訳 出 さ れ て い る の で は

な く，そ の 内容や 領域 に よ っ て 訳出率に差がみ られた．

　訳 出率 が 高 か っ た の は ，こ の ほ か に，2−2FOOD

（『家 政 要 旨』 第九 章 　食物 ノ 心 得）， H −31NFANT
（『同』第十三章　嬰児ノ事 二 付テ ノ 心得，お よび，第

f四章　嬰児軽傷 ノ 諸患，の 2 章に 分割 して訳出 され

て い る），1−6HUSBAND （『同』第 七 章　夫 ノ 心 得）

を挙げ る こ とが で き，
い ず れ も 9 割 以 tの 高 い 訳出率

とな っ て い る ．

　逆に，訳出率が低か っ た の は ，1−7SERVANT （『同 j
第 三 章　雇 人 ノ 取扱方 　後半部），1−lHOUSE （「同亅

第二章 　家屋 家材 ヲ 購 ヒ 求ム ル時 ノ心得 〉．　1−4　WASH −

ING （「同」 第 五 章 　洗 濯 糊 熨 斗 等），
1−2　SYSTEM

（『同』第三 章　雇 人ノ取扱方 　前半部lt　 ll−2REM −

EDY （「同』第 十二 章　家中薬 方〉な どで あ り，い ず

れ も 3割以 下 の 訳出率にす ぎな い ．

　そ こ で ，こ う し た 訳 出率 の 差が なぜ生 じた の か に つ

い て つ ぎに 検討す る．

　（8） 永峯 秀樹の訳文の特徴

　「家政 要旨』 とそ の 原典 との 比較 ・検討 を行 うた め

に ， 筆者 らは まず，訳出章の 全文を翻訳した翻訳資料

（B5 判 154 ペ ージ） を作成 し た．　 r家政 要 旨」 と原文

と を直接比較する の で は な く，翻訳資料 とも比 較 を行
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各 章の 総 行数

　 　 （行 〉

　 　 PREFACE
　 　1−l　HOUSE
　 l−2　SYSTEM
　 1−3ECONonv
　 l−4　冨へSH1NG
　 1−5　VISlTOR

　 l−6　HuSBAbID

　 1−7　SERVANT
2−1　NvrnITION
　 　 2−2FOOD
2−3　岨 ｛ETING
11−1S 【CKRO〔凋
　 11−2　RE膩EDY
　 lI−3　1酊FANT0

20　 　 　 　 　 40　 　 　 　 　 60　 　 　 　 　 匆

　　　 　　　 訳 出行数 （％ ）

図 3．訳出章 に おけ る 訳 出行数比率

皿1訳出 行数，　 匿ヨ訳 され な か っ た 行数．

100

10082167176483123156218157

亅駈

212132

脳

29］

う こ とで ，よ り客観的 に 訳文 の 特徴 を把握 で きる の で

は ない か と考えた か ら で ある．そ して 『家政要旨』 と

原書 との 比較結果を記録 し て，比較対照資料 （B5 判

181ペ ージ ｝ を作成 した．そ の 結果，永峯秀樹の 訳文

に は 次の 五 つ の タ イ プ が 存在 し て お り， f家 政要旨』

1訳書〕の なか で は そ れ らが混在 して い る こ とが わ か っ

た．

　1）　原 文を直訳す る

　 The　 acids 　give　flavor　to　fruit．　they 　arp ，　the　 malic 　 of

the　apple
，
　citric 　 of　the ［emon ，　tartaric　 of　the　grape．　吐、原

　書 　P．49，］1．1−3＞

　 酸質ハ 菓実二 香気 ヲ 与 フ ル 者ニ テ 林檎酸，仏 手柑凍冰

　1引用者註 ： クエ ン酸 の こ と 〕，酒石 酸 ノ類 是 ナ 1」 （訳書

　中 巻 29丁 裏 2−−4行 ）

　こ の ような物質名が 多い 原文は ，そ の 物質名の 訳 し

方 1漢語 また は カ タ カ ナ ） に特徴 が み られ る が ，原文

どお り直訳 され て い る，

　2） 原 文の 意味 を損 なわ な い 範 囲 で，読者に わ か り

や す く意訳する．

　
・・ne 　greater　praise　 could 　be　spoken 　 of　a　lady，　than 　to

　say 　she 　 uRg．　 a　perfect 　housekeeper ； （原 書　preface　ll．
　3−4〕

　 婦 人 ノ 善悪 ハ 重モ ニ 所 帯 持 ノ 巧拙 ニ テ 定 メ タ レ 共

　：訳 書 　 1 丁 表 5 − 6 行 ）

　原 文を直訳す る な ら ば
， 「女性 に とっ て，完璧 な主

婦で あ る と言 わ れ る 以 上 の す ば ら しい ほ め言葉 はなか っ

た 」 とい う こ と に な る ．永峯 の 意訳 に は，甲府の 徽 典

館で 学 ん だ とい う漢 文速読法の 素地 が 生 か さ れ て い る．

なぜ なら，原文の 要約か と思わ れ る ほ ど簡潔な訳 文 と

な っ て い るか らで ある．こ うした意訳調の訳文が 『家

政要旨』 の 主体 と な っ て い る ，

　3） 原 文の
一
部 が 訳 出 され な か っ た もの 1 ド線部〕

　
…she 　 can 　 form　 its　 character 　 at “il1； that　 Is，　 always

　provided　her　influence　is　not 　interfered　with 　廴原書

　p．35，　II．28−29．

　　其少児 ノ性質ハ 傳婢 ノ 好 ム 処 二 応 シ テ 善悪 トナ ル ヘ キ

　 ナ リ （訳 書 　 12丁表 8一同裏 1行 〕

　こ の よ うに ，原書 の 文章の
．．一

部が 訳 文に 表 れ て い な

い 場合 も多 い ，こ れは，永峯が 原 文の 大意をつ か ん で

意訳する とい う方法 に よる ため と考え ら れ る ，

　4＞　原文 に ない 語句 を加筆 し た 部分

　in　the　presρnt．　gpneration、（原書　prefaee ．　U、3−4｝
　　当今ハ 文明モ 進 ミ来 リ タ レ ハ 婦人 ノ 役 目モ 次第 二 重 ク

　 ナ リ テ 周 措 　 1 ］
−
fi　6−−7行 ）

　「今の 世 代 で は」と訳 すだ けで す むと こ ろ ，下線 部

の ような原 文 に は ない 挿入句が 加筆され て い る ．こ れ

は 「the 　 present　 generation」 に つ い て の 説 明を，読

者 に わか りや す く記 して い る の で あ る が，こ うした挿

人句に よ り，翻訳者 の 解釈や 考 え方が 判読 で きる。す

な わ ち こ こ で は
， 「文明」 とい う言葉か ら 文明 開化 と

い う言葉が もて はや され た明治初期の 時代背景 と，女

性 の 役割が 重要 に な っ て きて い る と い う翻訳者の 女性

観，女 i教育観が反映 され て い る と読む こ とが で きる．

　こ う し た挿入句の なか に は ，日本人 に は な じみ の 薄

い 物質名を説明する た め に ，註を付す代わ りに つ け加

え ら れ た 語句 もみ ら れ る ．

　5＞　原 文に ない 文章 を加筆した部分

　　丸ハ 外 ニ ア リ勉業 シ テ 家人を支給 ス ル ニ 餘 ル ヘ キ ノ 金

　ヲ 得 ル モ 其妻ハ 内 二 在 リテ 萬事 二 浪費 ス レ ハ 貪 ナ ラ サ ル

　ヲ 欲 ス ル モ 得ヘ カ ラ サ ル ナ リ ：訳 嵜 　17 丁 裏 8 −−18 亅
畠
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　表 1行｝

　 こ の 部分は原文に は み ら れ な い ．こ の ほ か に も読者

で ある女子 の 注意を喚起するた め に挿入 された文章が

数 カ 所 み られ る．こ うした原文 に はな い 加筆 された文

章 の 存在 に よ り
， r家 政 要 旨』は 純粋 な 翻訳書 と い う

よ り翻訳者 に よる訳述 書ともい うべ き性格が付 される

こ と に な っ た ．

　（9） r家政 要旨亅 と原典との訳出内容の比較

　 1）　家庭経営領域

　  第 3 章は， k巻 9 丁裏 1 行 ま で が ， 原書 1−2

SYSTEM 　AND 　MANAGEMENT ，同 2 行目以 降が，1−

7ADVICE 　TO 　SERVANTS と，原書 の 異な る 2 章 の な

か か ら 使用人 の 扱 い 方 に 関す る 内容 を抽 出 して構成 さ

れ て い る ，

　 こ の 章に は ，家事をで きるだけ秩序 立 て て 行 うこ と，

使用 人 に 守 るべ き規則 を設 け て こ れ に 従 わせ る こ と，

た だそ れ だ け で は な く，主婦 の 使用 人へ の 心配 りも重

要 で あ る こ と が述 べ ら れ て い る，さ ら に ，主婦 の 心配

りが 使 用人 を道 徳的幸福 （moral 　welfare ） に 導 くと い

うとこ ろ で，日本人 に はわか りに くい 抽象的な概念 と

判断 し たた め か ，翻訳者は 原 文に な い 挿入文を用い て

説明 を行 っ て い る （6r 裏 1〜6 行 目）．こ の よ う に，

抽象的概念が 述べ られ る こ とが 多 い 家庭経営領域で は ，

日本人 に は な じまない 概念 ・用語等を少 しで もわか り

や す く訳 出す る ため に，翻訳者に よ る意訳や説明 文の

挿入 な ど，随所 に 訳出 の 工夫が 見受け ら れ る．

　 こ の ほか に，永峯 は ， 曜 日 を決め て 家事を配分す る

ア メ リカ式の 家事の や り方を紹介 して い る ，こ れ は お

そ ら く，こ の 方法に
， 効率性 ， 合理性 ，

シ ス テ ム 性 ，

計画性などの 優 れ た点を，認 め たた め と思 われる，

　
一
方，

訳出 さ れなか っ た内容は ，テ
ー

プ ル セ ッ テ ィ

ン グ，食器 の 洗 い 方，衣類整理 法，お よび料理 人，部

屋係，洗濯係，雑用係等の 使用人の 職務内容 に つ い て

で あ る （唯
一

訳出 された の は 「子守」の 項 目の み）．

　．  　「子守」 につ い て は 全文訳 出 され て い るが， こ

の こ と と保育領域 の 訳 出率 が 高 い こ と か ら，永 峯が 子

育て の 重要性 を認識 して い た もの と推察され る．当時

日本 に お い て も，子守と して ，経験 も知識 も未熟 な幼

い 少女が雇われ る こ とは多か っ た，こ うした慣習の 問

題点を指摘 し， 1二守に 求め られる資質，子どもの 発育

状 況 を理解する こ との 重要性 な ど，原文 どお りに 訳 出

され て い る，

　  　第 4 章 は ，料理 を担 当する主婦 の 家計管理 の 方

法に つ い て 述べ て あ る ，す なわち，簡素な料理で も，

食卓に L 手に セ ッ テ ィ ン グされれば，そ うで な い 場合

よ りお い しく食べ る こ とが で きる し，主婦 の 陽 気な 顔

が食卓に添え られ る と，暗い 雰囲気か ら 開放 され，家

族 （特に仕事か ら帰 っ た夫）の 疲れが癒 され る こ とや ，

部屋 が きちん と整理 され て い る こ とも，食事をお い し

く頂 くに は重要なこ とだと述べ ら れて い る．それ まで

の 家風や 伝統 とい っ た形式の み を重視する わ が国 の 家

政理念の 中 で ，家族 の 幸福 の 実現 とい う目的を前面に

押 し出 した家政観は ，永峯 な ら ず とも新鮮に 思 わ れ た

の で はある まい か，さらに ，倹約に 走 る あ まり，占 く

な っ た食物を家族に食べ させ て は な ら な い とい うよ う

に，家族 の 幸福 の 実現 に む け て ，金銭面だけで な く，

快適 さ，健康とい う目標 を導入 し て い る点 も新 しい 内

容で あ る．

　
一

方，『家政要旨』で は，主婦が使用人 を管理 す る

場合の 注意事項 と し て ，肉や 野菜 の 捨 て 方 な ど 10項

目を挙げ て い る （ヒ巻 16丁 6 行一
同 17 丁表 6 行） が ，

原文 で は 85 項目が挙が っ て い る．また ，原文に は，

「希望 に あ ふ れ た妻は
，

あ ら ゆ る 男 が 必要 と する勇気

を与える こ とが で きる」 とい う意味 の
一
文がみ られ る

が ，男女観 の 相違 の ため か ，こ の 原
’
文は 訳 出 され な か っ

た．

　概 して ，こ の 章 も概念的内容を含むた め ，翻訳者に

よ る挿入文や意訳が多 くみ られる．た とえば，原文で

は 「陽気な性 質 の 婦 人は 〔そ うで ない 女性 よ り）完全

な家政担 当者 で あ る 」 と い う と こ ろ を
，

さ ら に 詳 しく，

「万事巧者」で 「家内和楽」 に し，「世間 で 讃え られ る

母妻 とな る 」 とい ささか 良妻賢母的理 念 を反映 させ な

が ら 説 明 して い るな ど で あ る （訳書　一L巻 141
一
裏

10行 一同 15 丁表 3 行）．

　 また，従 来の 経験 と コ ツ （の 記憶）に頼 っ た家政 の

あり方か ら，記録をと り自分 の 方法を客観的に把握す

る こ と に よ っ て，よ りよ い 生活の 実現 を図 っ て い こ う

とす る家政管理学の 萌芽的記述 も訳 出 され て い る．

　  　第 6 章で は，冒頭 に お い て ，お客 をもて なす場

合に ，主 婦 の 力量 （resources ） と そ の 状 況 〔circum −

stances ） を配慮 す べ きで ある と述 べ て い る，

　こ の 章で 訳出省略 さ れ た の は
，

お 客 を迎 えた 時の テ

ープ ル セ ッ テ ィ ン グ，晩餐会，紹介の 仕方などで ある．

　また，日本人は 来客 を迎える時 t 「何 の お構 い もで

きませんが」，「お 口 に 合わな い か も しれ ませ ん が 」 と

へ りくだ っ て 謝す習慣が あ る．原文で は ，た と えお客

を招い た時，準備が 不完全で あ っ て も弁解す る の で は

なく，それに満足 して い るよ うに 振 る舞 うの が よい と
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さ れ て い る ．永峯 は そ の 原文の 訳出 に 加 えて ，日本式

の 「粗 食を わ び る」 習慣 を加筆 して い る ，

　   　第 7 章 で 夫 の 心得 として 訳出 した点は 「家政要

旨』の 特徴で ある，内容は，家政 を遂行す る妻に対す

る夫の 理解 と 配慮の 必要性 を述 べ た もの で ，家庭生活

に おけ る 「男女 （夫 と妻〉の協力」が重要で ある こ と

に 言及して い る．

　 こ の 章が 書か れ た 意図 は，『家政要 旨』 に は 「家内

ヲ シ テ 和 楽 ナ ラ シ ム ル 」 た め と 記 され て い る だ け で あ

るが，原書 に は 「家族
一

人
一

人 の 幸福 （happiness ）

と快 適 さ （comfort ） を確実な もの に す る」た め で あ

る と，目的が明確に 述 べ ら れ て い る．家族の 幸福に は．

主婦の み で な く，家族員相互 の 協力が不可欠な の は い

うま で もな い ． こ の 章 に は 「時間厳守」，「と が め だ

て 」，「伴侶 の 選び 方」，「理想的 な妻 の 育成」，「夫の 整

理 整頓」，「マ ナ
ー

」，
「妻へ の気配 り」 な どが 述べ ら れ

て い る ．

　 さ ら に ，結婚前 の 生活と結婚後 の 生活が異なるた め

に ，妻が 健康を害す る こ と もあ る こ とに触れ，原文に

は妻 の労苦を和らげ る役割が夫に 課せ られ て い る と述

べ て い る とこ ろ を，永峯は当時の わ が 国の 「嫁」 の 実

態に 配慮 して 訳 して い る （中巻 9 丁裏 3 行〜同 10丁

表 2 行）．こ れ は ，当時の 日本 の 女子 教育が，婚家先

の家風に い か に 順応 し て い くか とい うこ と に大きな関

心 が 払 わ れ て い た た め で あ る ．夫婦が お 互 い に い た わ

り合 う と い う夫婦 関係 ・伴侶性 （companionship ） は，

こ の 時代 に 出現 した時代潮流 で あるが，こ れ に 関す る

記述 を訳 出 して 家政書 に 記 した こ と は，当時 として 画

期的 で あ る ．

　さ ら に
， 妻の 家事労働は，家族の 労働活動に左右さ

れ る こ と，時 間調整を行う場合，主婦の 睡眠時 間の 短

縮 等へ 及ぶ と い う記述が あるが，こ れ らは 今 日の 「家

庭管理学」 で も扱 わ れ て い る よ うな記述 と考え ら れ る ．

また ，時間の もつ 本質的価値が，夫も妻も平等に貴重

なもの で あ る と述 べ て い る点 に も着目され る．

　概 し て こ の 章は ，こ れ ま で の 家庭 経営領 域 の 章 の 中

で 訳 出省略 され た 原文が 最 も少な く，原文に最 も忠実

に 訳 され て い る．省略 された内容は ，夫が当然注意す

べ き 「清潔感の 欠如」に 関する内容で ある．

　2）　食生活領域

　第 8 章の 栄養に 関す る章で は ，体内に 摂取 さ れ た食

物 の 変化 の 過程 や，酸素が 人間 の 体 内で 及 ぼ す影響 な

ど，原文 が きわ め て 科学的 で 物質を主 とする内容 で あ

る た め
， 訳文 も科学的 で 原文 に 忠実 に 訳出 され て い る，

一
部 ，用語 ・物 質名 の 説明 を行 うた め の 挿入文が み ら

れ る が，訳出率は ほ ぼ 100％ で ある．栄 養
・
食品

・
調

理 等の 科学が未発達で あ っ た 当時．栄養 に 関す る 記 述

が 行われ て い る とこ ろ は 科学的知識 の 導入 と い う点 で

評価 される，内容的に は まだ未熟で ある が ，家族の栄

養を考える場合，家族員一
人
一

人の 職業，年齢，体格，

健康状態に応 じた食物 を選択する こ とが必 要で ある と

述 べ られ て お り，個人差 を考慮 した栄養指導へ 向か っ

て い る とい う点で ，か な り進ん だ内容で ある と着H さ

れ る．さ ら に，栄養成分に 関す る知識 が 欠如 して い る

た め に ，栄養的に非常に高い 価値を含 ん で い る部分が

調理 の 際 に 廃棄 された り，異 なる種類 の 食品を食べ て

い るつ もりが，実際は栄養的 に同じ成分を含む食品を

繰 り返 し食べ て い る こ ともよ くあ る と指摘 して お り，

栄養的知識を身に つ け る必要性 を述べ て い る，

　 第 9章 も ， 人間の 身体の 成分 と食品の 成分 とをそ れ

らの 構成元素に つ い て 説明 して い る科学的内容で ある，

また本章に は，わが国初 とみ られ る食品成分表が掲載

され て い る．こ の 食品成分表は ，今日の もの に 比べ る

と，分析項目が 重量と熱量の み で あ り，分析 され た 食

品数 も29 品 目 と 少な い ．一
部原書 と異 な る 数値 が 記

載され て い た り，日本で は
一

般的で なか っ た野菜の 記

述が省略 され て い た りす る が，こ の 章の 訳 出率 も高い ．

　第 10章は 食品の購入方法 に関する もの で ，今日の

食品鑑別法 に あたる．肉 の 種類，魚の 種類 に 従 っ て，

食品 の 鑑別法を述べ て い る．訳出が省略 され た食品名

は，ヤ マ ウ ズ ラ や カ ワ カ マ ス な ど珍し い 鳥類 ・魚類や

洋野菜，粉類，コ
ー

ヒ
ー
，紅茶，米な どで あ る．

　3＞　介護 ・保育領域

　第 11章で は ，病人 の快適さ とい う 、Z場 に立 っ た病

室 の 環境，備え る べ き家具，病室訪問の 際に気をつ け

る こ と，介護人 の 心得，看護婦 に 求められ る資質など

に つ い て 記 され て い る，省略 さ れ た 内容は．便利 な ベ ッ

ド，看護婦 の 職務 として の 行水，医者 に 従 うこ と，薬

の 飲 ませ方な どで あ る ．

　第 12 章 の 「薬」に 関す る 章 は，火傷 や 切 り傷，し

もやけ の 薬 ，傷 の 洗 い 方，赤痢の 治療法，歯痛薬，止

血法な どに つ い て で ある．薬剤に関する専門的内容を

含ん で い るため か ， 特別な薬剤 の 製法等に つ い て は省

略され て い る．

　こ こで は，原文 で は英米式 の 単位 で 記 された薬剤 を

調合す る 場合 の 原料 の 分量 を，日本 の 尺貫法 に 換算 し

直 して い る．こ の こ とも訳出 kの 工 夫 とみ て とれ る．

　保 育 に 関す る 領域 は ，原書の ll−31NFANTS で あ る
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が
， 永 峯 は

， 子 ど もの 保育全 般 に 関 す る 内 容 （第

13 章） と子どもの 病気の 治療法 （第 14章）の 2章に

分け て訳 出 して い る．訳出率がきわ め て 高い こ とか ら，

こ の 領域 に対す る永峯 の 関心 の 高 さが伺 わ れ る．

　第 13章は，子 ど もの 出生 直後 の ，産湯，産着，母

乳 の 与え方，壬どもの 発育に おける運動 の 重要性，子

ど もの 立場 に 立っ た規則正 し い しつ け方，母親の 子ど

も に 及 ぼ す影響な ど に つ い て 記され て い る．子育て の

方法や しつ け方は 日米で 異 な っ て い た と思 わ れるが
，

原書に忠実に 翻訳 してい る．

　こ の 章 に は ，永峯に よ る挿人文に，翻訳者の 子育て

観 を反映 した もの がみられ る．た とえば，母乳の代用

食を説明す る と こ ろ で ，永 峯は 「子 ど もに は 母乳 の 他

の 食物は 与え る べ きで はな い が，母乳が不足する と き

に は」こ れ ら代用 食を与え る ，と述 べ て お り （下巻

19 丁表 8 行 t一
同 10行），母乳 の 重 要性 を認識 した 記

述 で ある．また，他 の 子 どもに比べ て 自分の 子どもの

歩 き始め の 時期が 遅 い か らとい っ て ，無理強 い をする

の は 子ど もに 害が あ る とい う内容 もつ け加えて い る

（下 巻 25 丁裏 8 行〜同 10行）．こ れは，子 どもの 個 人

差 に 対す る 認識 と して着目 で きる ．さ らに，原文 で は

母親 の み を指 して い る と思わ れ る語 を，「父母」 と訳

して い る箇所 が い くつ か み られ た．こ れは，子育 て は

母親だけが行 うもの で はな い とい う翻訳者 の 認識 を表

すもの と考え られる．

　第 14 章も，子 ど もの 病気に 効 く薬の 調合法を
，

原

文に忠実に 訳 して い る．こ こ で は，第 ユ2章 の 「家中

薬方」の 訳出率が低 い の と は 対照的 に ，訳 出率が 高 く

な っ て い る．原書 に 記 された子 ど もの 薬 の 調合 に 用 い

られ る物質は，当時 の 日本 人が容易 に 入手 で きる よ う

な もの ば か りで は ない ．こ の ような内容 をあえ て 訳出

した の は ，乳幼児死亡率の 高か っ た当時の 実状か ら，

関心 の 高 さが伺 わ れ る．

　4）　 住 ・衣生活領域

　第 2 章で は ，家屋 を選 ぶ 場合に は，家族の 人数に応

じた適切な広さの もの を選ぶ こ と，家具を選ぶ 場合 に

は，予算 をあ ら か じめ 設定 し，そ の 範囲内で リ ス トを

作成 して購入す る こ と，購 入 しす ぎて部屋 の 中が 混乱

す る こ とが ない ように 配慮 しなけれ ば な ら ない こ とな

どが述べ ら れ て い る，

　 『家政要 旨』 の 訳 文に，「家道 ノ 貧富ヲ考へ 」て 家具

を選ぶ こ と，とい う表現があるが ，原 文に は こ れ に相

当す る 語句が 見当た ら な い ．こ れは，江戸時代 か らの

「身分相応 の暮 ら し」 とい う考え方を受け た表現 とみ

て とれ る ，

　訳出省略され た内容は，ア メ リ カ家屋に おける廊下

と部屋 の 配置，水 の 便，家具や台所用 品 に 関するもの

で あ る．

　第 5 章で は，洗濯 の 手順 に つ い て 述べ て い る．原文

で は ，「月曜 日に洗濯をする時は，土曜 日 の 晩に 衣類

を洗濯液に浸 して お く」 と述 べ て い る が，訳文は 「洗

濯を行う 日の 前々 日に洗濯液 に浸す」とい う表現 をとっ

て い る，こ れ は
， まだ日曜日を休息 日 とす る 七曜制が

な じん で い なか っ たため と，曜日 を決め て 家事を行 う

とい う風習が なか っ たた め で あ ろ う．

　 また，洗濯の 溶剤等の 分量 を計測 して行うとい う方

法や，「青み をつ け る」（今日 の 蛍光増 白剤で あ ろ う〉

方法を， 翻訳者は 原文に即 して ほ ぼ忠実に訳 し て い る．

　原 文 に は，布地，労力，時間，石け ん を浪費せ ずに

すむ 洗濯 の 仕方が ，原著者ハ ス ケ ル の 経験に即 して 述

べ られ て い る，

　一方，訳出省略され たの は，衣類の折 りた た み 方と

ア イ ロ ン の か け方な どである．こ れ らは，衣服の 種類

が 当時の 凵本人 の 衣服 と異な っ て い た た め，実際に役

立 て る 機会 が 少 な い た め で あ ろ う．さ ら に ，原文 で は ，

布地 の 種類 や 色，材 質 に わ け て，詳細 な洗濯法が記 さ

れ て い るが，それ らに つ い て も多 くが省略 され て い る．

訳出 され た布地 の 種類は，フ ラ ン ネ ル ，刺繍品，絹布，

毛布な ど わずか で ある ．

　〔IO） 翻訳者永峯秀樹 の 「家政要旨亅刊行の 意図 と特

　　　長

　以 上 の こ とか ら，翻訳者永 峯秀樹 の 本書 刊 行 の 意図

と，こ れ に 基 づ い て 原 典 か ら採択 し，訳 出 し た 内容に

つ い て まとめ る と，以 ドの とお りとな る．

　  　新 しい 時代 に は
，

そ の 時代 に 対応し た 家政 の 知

識が必要なの だと述べ た有名な 「吾等 力祖母 ノ 時代 ニ

ハ …」で 始 まる 『家政要旨』第
一

章　総論 は，原書 の

prefaceに相当する ．そ れ を第一章　総論 として 訳 出

したの は，明治初期とい う
一

大転換期 とい う社会背景

の も とで
， 時代 の 変化 に 対応した新 しい 家政 の あ り方

を訳 出 ・刊行 しよう と した意図 に よ るもの と考察す る．

　  　「家政 要 旨」緒言 に 記 された翻訳 の 意図か ら，

翻訳 者永峯秀樹が，家政 の 重要性 を認識 して い た こ と

が わ か る，

　  家族
一

人
一

人の 幸福 と快適 さ と健康の 実現 を目

的とす る家政理念に最 も注目し，全文 の 基底 として い

る （永峯は，familyに 「家族」，「家属」 の 訳語を用 い

て い る ）．
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永峯秀樹抄訳 「経済小学　家政要旨1 とその 原典 との 比較考察

　   　日米に お け る 家庭生活文化 ・家政理念の 違い を

考慮 ・斟酌 しなが ら，読者にわか りやす い 訳文とする

た め の 配慮がみ られ る．そ の た め
， 訳文 は意訳 や説明

文の 挿入などが 随所に み ら れ る ．

　  　保育領域 の 重視一訳出率 の 高 さやそ の 訳文 など

か ら，子育て に 関す る 内容 を重要視 して い た こ とが伺

わ れ る ．

　  　衣食住生活領域 で は，日米の 生活文化の 違 い が

濃厚に 反映され る，住居 ， 衣服，料理等 の 生活様式に

関す る内容の 訳出省略が多い ．

　  しか し，辷記 の 領域 の なか で も，栄養，食品成

分な どの科学的な記述内容につ い て は，積極的に採用
・

訳出 して い る ．

　  日米の 生 活文化 の 違 い を超越す る科学性 t 合理

性，効率性，シ ス テ ム性 ，計画性 などの 優れた家政内

容 に つ い て は，積極的に訳出し て い る．

　  　「家政要旨」が 日本の 女子教育 の 中 で 用 い られ

る こ とを想定 し，実生活へ の 応用が 利 く内容を訳出 し

て い る．したが っ て ，あま りに も実生活 とかけ離れ た

欧米 の 家庭生活 に つ い て そ の まま訳 出 し て も
， 実際問

題 と して 役 に は 立たな い と考え た もの と推察 され る．

　  どの よ うに変化の 激 しい 時期で あっ て も，日本

人の 生 活構造 は ，早急 に は 変化 しな い とい う生活観が

伺わ れ る．

　  　江戸時代か ら続 く男尊女卑の慣習に 対 し て ，男

女の 本質的平等とい う立場に iZ っ て書かれ て い る 「夫

の 心得 1とい う章を訳出して い る．

　 4．要　　約

　 『家政 要旨』の 原典解 明 と，原書 と訳書 との 比較 ・

照合 を 通 し て 。翻訳 者永峯秀樹が原書の どの よ うな内

容 を採択 して 訳出 した の か に つ い て検討を行 っ た．

　そ の 結果，原 典 は
，
Mrs，　E ．　F．　Haskel：The　House −

keeper
’
s　Encyclopedia，　D，　Appleton＆ Go．で あ り，当

時の ア メ リ カ人主婦に 求め られ た 家庭生活全般 に 関す

る 知識 に つ い て 執筆 された もの で ある．そ の 内容は，

衣食住生活．家族，使用人 の 管理法，薬の 処 方，看護，

家庭菜園な ど多岐 に わ た っ て お り，特に食生 活 （調 理

法）に 関す る 記述が 6割以上 を占め て い る ，しか し，

「家政要 旨』 に 訳 出 さ れ た の は，原書 の 緒言 と 本文

424 ペ ージ の うち 1 割程度 の 約 40 ペ ージ に す ぎない ．

さらに，訳出章の 全文が 訳出さ れ て い る の で は な く，

永峯に よ る 選択 が 行わ れ て い た．訳出章に おけ る訳出

行数 で み た訳出率は，栄養，食品，幼児，夫の 心 得，

総論 で 高く ， 使用 人の 使 い 方，住居，被服管理，薬 の

製法などが低か っ た、こ れ は また，永峯 の 訳 文は，大

半に お い て，原文の 意味 を損なわない と い う点では原

典に忠実に訳さ れ て い る ．しか し，そ の 訳 文 は，直訳

調の もの もある が ，漢文速読法 の 素地 を生 か し た 意 訳

を主体 と して い る．

　特筆す べ き第
一は ，当時の わが国に お け る伝統的 な

「家」をng　一一義 とす る 家 政 理 念 に 対 して
， 家族 の 健康

・

幸福の 実現 を目的 （人間尊重 を中核） とす る家政理 念

を紹介 し よ うと し た観点と意図 で あ る．こ の 理念 を基

底として，日米の 生活文化の違 い を考慮 しなが らも，

わが国に 必要 と考え る領域内容 の み を選択 ・訳 出 した

こ と，訳書名を r家政要旨』 と した こ とが理解 され る ，

　第二 は ，現実の 生活へ の 実践が求め られる家政教育

に お い て は，日本 の 家政 や 女子教育 に 欠け て い る もの，

日本が外 国 に学ぶ べ きあ る い は外国か ら導入すべ きこ

とは何で あ る の か とい う検討が求め られ る．次 に，そ

の 中で も，何が実践可能か を検討する段階が必要 で あ

る．永峯の 訳文は 「原典 に 忠実な」直訳的翻訳書 とし

て は，原文 に な い 箇所を加筆す る な ど，逸脱 して い る

箇所 もみ られるが，こ の 1冊 で 「外国 の 家政 の 紹介」

と 「日本 が学ぶ べ き内容の 検討 」とい う 1つ の ス テ ッ

プを併せ て 行っ て い る点が 優 れ た と こ ろ で あ る と考え

る．こ の 点が 原 典 に 忠実 な直訳的翻訳家政書 『家事倹

約訓」 と 「家政要旨』 との 違 い で あ り，以後 の 家政 教

育へ の影響とい う点で も両者が 異なる
一

因 と考える，

　原 書資料を入 手す る に あ た っ て ，大変 お世話 に な っ

た イ リ ノ イ州立 大学に留学 中の 脇 田聡美 さん に ，深謝

い た し ます．本研 究 は，文部省平 成 6 年度科学研究費

に 基づ くもの で あ る ．なお ， 本研 究 の
一．一

部は，  日

本家政学会第 47 回大会 に お い て 発 表 した，
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